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事業報告/決算

平成３０年度 事業活動計算書

平成３０年度 貸借対照表
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 当年度末

流動資産                            206,414,489流動負債                            46,529,599

現金預金 102,805,945 事業未払金 42,114,337

事業未収金 99,638,544 預り金 38,388

未収補助金 3,970,000 職員預り金 4,376,874

固定負債 115,037,154

固定資産 677,189,271 退職給付引当金 115,037,154

基本財産 127,231,940 負債の部合計 161,566,753

建物 124,231,940

定期預金 3,000,000 純資産の部

その他の固定資産                            549,957,331基本金 3,000,000

                        車両運搬具 7,077,632基金 372,495,548

器具及び備品 8,870,682 福祉基金 280,520,000

緊急援護資金貸付金 1,461,000 報奨基金 2,572,548

退職手当積立基金預け金 115,037,154 地域福祉活動基金 89,403,000

福祉基金積立資産 280,520,000国庫補助金等特別積立金 125,572,917

報奨基金積立資産 2,572,548 国庫補助金等特別積立金 125,572,917

地域福祉活動基金積立資産 89,403,000その他の積立金 45,015,315

運用資金積立資産 15,015,315 運用資金積立金 15,015,315

備品等購入資金積立資産 30,000,000 備品等購入資金積立金 30,000,000

次期繰越活動増減差額 175,953,227

次期繰越活動増減差額 175,953,227

　（うち当期活動増減差額） 14,366,758

純資産の部合計 722,037,007

資産の部合計    883,603,760 負債及び純資産の部合計 883,603,760

（単位：円）

勘定科目 決　算

　【サービス活動増減の部】

収
　
益

会費収益 14,559,700

寄付金収益 6,786,884

経常経費補助金収益 99,934,603

受託金収益 145,974,336

事業収益 2,679,311

負担金収益 3,432,279

介護保険事業収益 75,090,922

障害福祉サービス等事業収入 39,931,118

その他の収益 4,082,110

サービス活動収益計 (1) 392,471,263

費
　
用

人件費 293,242,848

事業費 39,115,972

事務費 17,307,286

助成金費用 26,822,286

基金組入額 40,000

減価償却費 9,129,119

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 5,527,083

徴収不能額 878,000

その他の費用 44,753

サービス活動費用計 (2) 381,053,181

サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 11,418,082

（単位：円）

勘定科目 決　算

　【サービス活動外増減の部】

収
益

受取利息配当金収益 80,995

雑収益 1,967,684

サービス活動外収益計 (4) 2,048,679

費
用 サービス活動外費用計 (5) 0

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 2,048,679

　経常増減差額 (7)=(3)+(6) 13,466,761

　【特別増減の部】

収
益

施設整備等補助金収益 1,780,000

固定資産受贈額 900,000

特別収益計 (8) 2,680,000

費
用

固定資産売却損・処分損 3

国庫補助金等特別積立金積立額 1,780,000

特別費用計 (9) 1,780,003

特別増減差額 (10)=(8)-(9) 899,997

　当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 14,366,758

　【繰越活動増減差額の部】

　　前期繰越活動増減差額 (12) 161,586,469

　　当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 175,953,227

　　基本金取崩額 (14) 0

　　基金取崩額 (15) 0

　　その他の積立金取崩額 (16) 0

　　その他の積立金積立額 (17) 0

　　次期繰越活動増減差額 (18)=(13)+(14)+(15)+(16)-(17) 175,953,227

ご協力ありがとうございました。
　日本赤十字事業におきましては、日頃からのご理解とご協力をありがとうございます。
　皆様から寄せられた会費・寄付金は、災害時の救護支援活動や減災・防災に向けての
活動をはじめ、国際援助活動、救急法、家庭看護法、幼児安全法等の講習など、日本赤
十字社の活動に有効に活用させていただいております。
　今後とも、ご協力をよろしくお願いいたします。

日本赤十字社

JAPANESE RED CROSS SOCIETY
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事業報告/決算

１．法人運営事業
（1）理事会・評議員会・幹部会・監査会の開催
（2）広報紙の発行、ホームページの作成と更新
　　「みんなのちいきふくし」の発行・4回（1回あたり 25,700部）発行
（3）社会福祉協議会会員加入促進と強化
　　会費総額　14,559,700円　　　加入率　56.6％
２．地域福祉活動事業
（1）住民主体の地区社協活動・小地区社協活動の推進
　① 地区社協会長会議の開催	 4回開催
　② 「赤い羽根 福祉でまちづくり助成事業」の実施　
　③ 小地域ケア会議･圏域地域包括ケア会議との連携
　④ 職員の地区担当制による推進
（2）民生委員･児童委員活動との連携
（3）福祉委員活動の推進
　① 福祉委員の配置を推進　586人（46世帯に１人の配置）
　② 地区福祉委員会、市福祉委員協議会の活動支援
　③ 研修会（民生委員合同・初任者等）の実施
　　・「福祉の支えあいフォーラムin総社2018」開催（12月2日）
　④ 「福祉委員だより”ささえあい”」の発行 2回
（4）ふれあいサロン事業の推進
　① ふれあいサロンの立ち上げ、運営支援
　② ふれあいサロン研修会、交流会の開催
　③ ふれあいサロン活動助成金の交付
　　・申請　222か所　　・助成　220か所（総額　4,718,000円）
（5）ボランティアセンター事業の実施
　① ボランティア(グループ、個人)活動の支援　登録(72グループ、個人3人)
　② ボランティア活動のコーディネート  47件実施
　③ ボランティアの養成及び活動の推進・支援
　④ 「夏のボランティア体験事業」の実施
　　・市内の中学生･高校生 257人参加　・51事業所で活動
　　・事前、事後研修会の実施
　⑤ ボランティア養成講座の開催
　⑥ ボランティア連絡協議会の支援
　　・13団体、179人　・総会・交流集会・視察研修・役員会の実施
（6）災害ボランティアセンター事業
　① 災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルの整備
　② 7月豪雨災害における災害ボランティアセンターの設置運営
　　・期間：7月8日～9月30日（10月1日から復興支援センター設置）
　　・ボランティア活動延数：15,231人
　　・ニーズ対応数：418件
　　・応援社協27社協等357人
　　・ボランティアセンターサテライトの設置  6ヶ所　　
（7）福祉教育の推進
　① 社会福祉学習支援事業の実施
　　・実施件数：小学校12件、中学校1件、地域団体1件
　② 県立高校社会貢献活動との連携　　南高：延 98人　総高：延 27人
（8）生活福祉資金等の貸付
　　・生活福祉資金の貸付　　 相談件数87件（内貸付実施件数0件）
（9）生活支援サービスの検討
　① 生活支援サポーター養成講座の開催
　② 生活支援サポーター連絡会の開催
　③ 生活支援「にこにこサポート事業」の実施（サポーター登録 132人）
　　・活動件数：1,207件　　利用者：42人　　
　④ 生活支援サービス検討委員会の開催（第1層協議体）
　⑤ 圏域地域包括ケア会議の開催（第２層協議体）
（10）社会福祉法人との連携事業
３．子育て支援事業
（1）子育て支援団体への支援　　
（2）子育てサロン事業の支援
４．高齢者福祉事業
（1）地区給食サービス事業の実施（地区社協主催で実施）
（2）敬老会の開催（地区社協主催で開催）
（3）高齢者等団体
（老人クラブ、ひとり暮らし高齢者の会、介護者の会）支援
（4）そうじゃ60歳からの人生設計所（生涯現役促進事業）の設置運営
５．障がい者福祉事業
（1）障がい者基幹相談支援センターの設置運営
　① 相談支援の実施（電話、来所、訪問、その他）
　② 障がい者地域移行・地域定着支援の実施
（2）発達障がい者支援体制整備事業
　① 発達障がい者支援ネットワークの構築
　② 発達障がい支援者養成講座の開催
（3）障がい者千五百人雇用センターの設置運営
　　 ・障がい者就労支援の推進　
（4）障がい者地域活動支援センター（Ⅰ型）「ゆうゆう」の設置運営
　① 日中活動支援事業　② 料理教室の開催

（5）地域自立支援協議会の運営
　① 全体会議・運営会議・実務担当者会議・部会等の運営
　② 障がい者福祉フォーラム（ハートフルそうじゃ）の開催
（6）障がい者（児）団体の支援
６．権利擁護事業の設置運営
（1）権利擁護センターの設置運営
　① 運営委員会の開催	 ② 支援検討委員会の開催
　③ 虐待防止対策事業の実施	 ④ 成年後見支援事業の実施
　⑤ 入院・入居支援事業の実施	 ⑥ 犯罪被害者支援事業の実施
　⑦ 市民後見人養成事業の実施	 ⑧ 市民後見人フォローアップ事業の実施
　⑨ 法律ミニ講座の開催	 ⑩ 専門職向け法律相談の実施
　⑪ 成年後見制度における市長申立事務補助の実施
　⑫ ミニなんでも相談会の開催　
（2）日常生活自立支援事業の実施
　① 日常生活自立支援事業の実施　利用者：14人
　② 生活支援員による援助の実施　支援員：12人
（3）法人後見事業の実施
　① 法人後見事業の実施　受任12件（後見 5件、保佐 6件、補助 1件）
　② 後見支援員による後見業務、研修事業の実施
　　 ・支援員 18人（市民後見人登録者）　内 9人が支援を実施
（4）生活困窮支援センターの設置運営
　① 協議会及び常任委員会の開催	 ② ワーキンググループ（WG）の開催
　③ 支援調整会議の開催	 ④ 自立相談支援事業の実施
　⑤ 家計相談支援事業の実施	 ⑥ 学習等支援事業の実施
　⑦ 食糧支援の実施	 ⑧ 一時生活場所の確保の実施
　⑨ 子ども食堂支援事業の実施
（5）「ひきこもり」支援事業の実施
　① ひきこもり支援センター“ワンタッチ”の設置運営
　　・延相談件数： 2,329件（訪問 518件、来所 855件、電話766件、
         ﾒｰﾙ 190件）
　　・実相談者数： 195人（男性140人 / 71.8％）（女性 54人 / 27.7％）
　　・社会参加実人数： 19人
　② ひきこもり支援等検討委員会（5回）
　③ 課題別ワーキンググループの運営（支援者養成・社会参加・事例検討
　④ ひきこもりサポーター養成講座（4回：61人登録）
　⑤ ひきこもりサポーターフォローアップ研修（2回）
　⑥ ひきこもりサポーター定例ミーティング（12回）
　⑦ ひきこもりサポーターテキストの作成
　⑧ 居場所「ほっとタッチ」の設置運営
　⑨ ひきこもり家族会設立記念式典（10月18日）
７．在宅福祉サービス事業
（1）介護保険事業（居宅介護支援事業、訪問介護事業）の実施
　① 居宅介護支援事業（ケアプラン作成）
　② 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣）
（2）障がい福祉サービス事業の実施
　① 指定特定相談支援事業の実施　② 指定障がい児相談支援事業の実施
　③ 障害支援区分認定調査の実施　④ 居宅介護事業の実施
　⑤ 障がい者（児）移動支援事業の実施
（3）高齢者の自立支援事業（ホームヘルプサービス）の実施
（4）車イス貸出し事業の実施
８．福祉センター等管理運営事業
（1）総社市総合福祉センターの管理運営
（2）やすらぎの家、さんあいの家、ひだまりの家、
　　  山手ふれあいセンターの指定管理
９．共同募金・歳末たすけあい運動の実施
（1）共同募金・歳末たすけあい募金の実施
　① 共同募金実績額　9,937,898円
　② 歳末たすけあい募金　実績額　64,603円
　③ 7月豪雨災害に係る災害支援の実施
（2）共同募金事業の実施
　　・共同募金ポスターコンクールの開催
（3）歳末たすけあい事業の実施（寝たきり者への友愛訪問事業）
10．赤十字事業
（1）日赤社資増強運動の推進
　　・実績額　9,833,510円 
（2）災害救援事業の実施
　　・7月豪雨災害における支援活動
　　・災害時のためのハイゼックス等による炊き出し訓練
（3）赤十字奉仕団活動の推進及び助成
（4）赤十字事業普及のための広報活動
　　・救急法、家庭看護法等の講習会の開催
11．災害救援活動、災害救援募金の実施
12.  社会福祉・介護福祉現場実習生の指導
　　・社会福祉援助技術現場実習の受け入れ　
　　・見学実習･講義等
13.  視察研修等の受入
14.  その他福祉諸問題に関する対策の企画と実施

～平成３０年度 主な事業実績～
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介護予防・生活支援サポーター養成講座

サポーター
養 成 講 座

　総社市では、平成 29 年 4 月から「総社市生活支援にこにこサポート事業」を実施し、高齢者等の日常生
活のちょっとした困りごとを応援する活動を行っています。本講座の修了後は同事業の「にこにこサポー
ター」として活動いただくことも可能です。

介 護
防予

生 活
支 援

・

会 場

対 象 受講料

総社市総合福祉センター ２階 技能習得室
▪介護予防・生活支援に関心のある方
▪にこにこサポーターとして活動いただける方 無 料

【お問い合わせ】 総社市社会福祉協議会
地域福祉課 地域福祉係

電話：0866-92-8552
FAX：0866-94-0089

介護保険制度と高齢者施策について」
　　　　　　　　　　　　／総社市長寿介護課

「地域福祉の取り組みについて」
　　　　　　　　　　／総社市社会福祉協議会

「生活支援にこにこサポート事業について」
　／にこにこサポーター・総社市社会福祉協議会

「地域包括支援センターの役割について」
／総社市中央部南地域包括支援センター 吉福 智 氏

① 9 月 11 日（水）「自分らしい人生を送るための医療と，最期までの生き方を考える（仮）」
� ／岡山 大学 救急医学分野 中尾　篤典 教授
② 9 月 17 日（火）「人生会議，はじめませんか？」
� 　／あさのクリニック　横山　昌平 医師・大塚　美智子 看護師
③ 9 月 26 日（木）「お口の健康・介護予防」／吉備歯科医師会　中田　尚志 先生
④ 10 月２日（水）「災害に備えよう～あなたができること～」／日本赤十字社　岡山県支部
⑤ 10 月 15 日（火）「最期まで自宅で過ごしたい…を支える」／岡山県介護支援専門員協会　総社支部

　◆時 間：13:30 ～ 15:00（全日程共有）　◆会 場：総社市保健センター 2 階 保健指導室・集団指導室
　※ 9 月 11日（水）は、総社市総合福祉センター 3階 大会議室、9 月 26 日（木）は、昭和公民館 2階 講習室

「いきいき百歳体操と
　　 　　ふれあいサロン活動について」
� ／総社市長寿介護課・総社市社会福祉協議会

「市内の支え合い活動・居場所について」
� ／山田べんりーな、なっ茶ん家（予定）

「地域住民の支え合い、
　　　　　今、地域に求められること」
グループワーク

「今、私たちにできることを考えよう」
� ／美作大学　小坂田　稔　氏

第 1 回｜ 9 月 5 日（木）10:00 ▶ 12:00 第 2 回｜ 9 月 11 日（水）10:00 ▶ 12:00

第 3 回・第 4 回｜ 9 月 11 日（水）▶ 10 月 15 日（火）（医療介護市民講座から 2 講座以上を選択して受講）

第 5 回｜ 10 月 31 日（木）10:00 ▶ 12:00 第 6 回｜ 11 月 8 日（金）10:00 ▶ 12:00
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総社市ボランティアセンター

ボランティア養成講座 の開催

②朗読ボランティア講座
　【開催日】
　　９／９（月） １０：００～
　１０／８（火） １０：００～
   【講　師】
　 新納 季温子 氏
　 徳永 圭一 氏
 　（ＮＨＫ岡山放送局 放送部副部長）

※９月９日は点訳ボランティア、 朗読ボランティア共通講座となります。

※各講座の会場は、 総社市総合福祉センターを予定しております。

～地域のふくしのために活動しませんか？～

第１回：『ボランティア活動入門』
　　　　令和元年　８月３１日（土）１０：００ ～ １１：３０
第２回：『総社市における福祉ボランティア活動』
　　　　令和元年１０月２６日（土）１０：００ ～ １１：３０
第３回：『明日からできるボランティアとは？』
　　　　令和元年１１月　９日（土）１０：００ ～ １１：３０

【基礎講座】 【講師】
岡山 NPO センター
　参画推進センター長
　西村　こころ　氏

【会場】
総社市総合福祉センター

【専門講座】
③災害ボランティア講座
　【開催日】
　　９／９（月） １０：００～
　１０／８（火） １０：００～
   
   【講　師】
　 山本 浩史 氏
 　（新見公立大学 教授）

①点訳ボランティア講座
　【開催日】
　　９／９（月） １０：００～
　１０／１（火） １０：００～
　
   【講　師】
　 新納 季温子 氏
　( 総社点訳の会 )

⑥こどもを支える
　ボランティア講座

　【開催日】
　１０／２（水） １０：００～
　１０／９（水） １０：００～
   【講　師】
　 直島 克樹 氏
 　（川崎医療福祉大学 講師）

④福祉レクリエーション講座
   【開催日】
　　９／２６（木） １０：００～
　１０／１８（金） １０：００～　
   【講　師】
　 土井脇 典子 氏
（総社レクリエーションダンスクラブ）
　 釜口 一三 氏
（総社レクリエーションクラブたんぽぽ）

総社市ボランティアセンターについて
総社市社協では、地域住民の福祉意識の高揚とボランティア活動の推進を目的に社協内に総社市ボラン
ティアセンターを設置し、事業を実施しています。

【主な事業】
①ボランティア活動のコーディネート
②ボランティア養成講座等の実施
③ボランティアグループの支援
④ボランティア保険等の加入事務

みなさんの中で
「ボランティアをしてみたい」
「ボランティアを依頼したい」
というご希望があれば、総社市ボラ
ンティアセンターにご相談ください。

【ボランティア活動のコーディネートについて】
【ニーズ】

活動先 ボランティア

ボランティア
をしたい

ボランティアに
依頼したい

【コーディネート】
ボランティアコーディネーターがみ

なさんの希望を聞き、「活動先」や「ボ
ランティア」につなぎます。

【お問合せ先】
社会福祉法人　総社市社会福祉協議会
　　　　　　　総社市ボランティアセンター
ＴＥＬ：０８６６－９２－８５５２
ＦＡＸ：０８６６－９４－００８９

⑤障がい者ふれあい
　ボランティア講座

　【開催日】
　　９／１８（水）１３：３０～
　１０／   ３（木）１３：００～
　１０／３１（木）１０：００～
   【講　師】
　 NPO法人ピアサポートセンター
　「ひといろの実」　ほか
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協

　

令
和
元
年
5
月
21
日
（
火
）
東
公
民

館
三
須
分
館
に
お
い
て
、
令
和
元
年
新

時
代
最
初
の
三
須
地
区
敬
老
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

三
須
地
区
敬
老
会
の
案
内
者
は
、
80

歳
以
上
の
方
358
名
と
本
年
め
で
た
く
結

婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
妻
を
敬
老
会
の
席
に
お
い
て
金
婚

の
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
出
席
者
は
50
名
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
内
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
4
名
、
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
1
組
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
、
総
社
市
長
片
岡
聡
一
氏
を
は
じ
め
6
名
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
米
寿
の
方
、

金
婚
者
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
祝
典
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
余
興
で
は
、
三
須
幼
稚
園
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演

技
（
歌
と
踊
り
）
と
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
（
て
ん
と
う
む
し
の

メ
ダ
ル
の
贈
呈
）
が
あ
り
、
出
席
者
は
、
に
っ
こ
り
・
あ
り
が

と
う
と
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
の
創
作
活
動
や
幼
稚
園
・
公
民
館
な
ど
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

へ
積
極
的
に
出
演
し
て
い
る
「
そ
ら
ゆ
め
」
の
皆
さ
ん
の
代
表

曲
で
あ
る
「
新
し
い
命
に
つ
な
い
で
」
な
ど
、
昭
和
20
～
30
年

代
の
懐
か
し
い
歌
の
数
々
の
演
奏
と
歌
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
と
共
に
一
緒
に
口
ず
さ
む
ひ
と
時
を
送

り
、
楽
し
く
敬
老
会
を
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

三須地区社協

新本地区社協
　

総
社
市
長
片
岡
聡
一
氏
を
は
じ

め
、
衆
議
院
議
員
加
藤
勝
信
氏
や
多

く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い

て
、
5
月
6
日
（
月
）
新
本
地
区
敬

老
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜

き
、
社
会
で
も
、
家
庭
で
も
パ
ワ
フ

ル
に
ご
活
躍
さ
れ
、
地
域
社
会
の
基

礎
を
築
い
て
く
れ
た
方
々
で
す
。

　

地
区
連
絡
員
、
福
祉
委
員
、
婦
人

会
の
皆
様
の
多
大
な
協
力
を
得
て
、
片
岡
市
長
の
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
で
の
お
祝
い
、
さ
ら
に
新
本
小
児
童
の
作
文
、
大
正

琴
、
詩
吟
、
神
楽
で
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

高
齢
化
の
進
む
新
本
地
区
は
、
今
年
248
名
に
案
内
を
出
し

ま
し
た
が
、
60
名
の
参
加
に
留
ま
り
ま
し
た
。
来
年
は
一
人

で
も
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
地
区
を
挙
げ
て
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協/総社市生活困窮支援センター

清音地区社協

　

超
高
齢
社
会
を
取
り
巻
く
様
々
な

問
題
は
、
次
第
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
の
代
名
詞
と
さ
え
思
わ
せ
る

認
知
症
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
去
る
4
月
15

日
（
月
）、
総
社
市
長
寿
介
護
課
の

呼
び
か
け
で
『
総
社
市
認
知
症
Ｓ
О

Ｓ
声
掛
け
訓
練
』
が
実
施
さ
れ
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
清
音
地
区

小
地
域
ケ
ア
会
議
等
に
呼
応
し
、
清

音
地
区
社
協
も
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

2
名
の
「
認
知
症
本
人
」
を
設
定
し
、
清
音
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
駅
方
面
と
小
学
校
方
向
の
二
手

に
そ
れ
ぞ
れ
進
ん
で
い
き
、
通
り
す
が
り
の
住
民
の
方
々
か
ら

本
人
ら
し
き
人
へ
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
へ
行
か
れ
る
ん
で
す
か
？
」、「
何
か
お
手
伝
い
し
ま

し
ょ
う
か
？
」、「
わ
た
し
は
○
○
町
内
の
○
○
で
す
が
、
ど
ち

ら
か
ら
来
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」
等
々
の
声
掛
け
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
本
人
の
年
齢
、
容
姿
等
の
情
報
が
Ｓ

О
Ｓ
メ
ー
ル
の
受
信
登
録
者
の
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
通
し
て
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
今
後
も
こ
の
地
域
の
民
生
委

員
、
福
祉
委
員
の
方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
、

声
掛
け
、
見
守
り
等
の
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

仕事が続かない

借金の返済ができない
家計のやりくりどうすればいいの？

食べるものがない

生活の 不安・心配ごと
わたしたちにご相談ください！

　総社市生活困窮支援センター

Tel　（0866）92-8374

Mail  shien@sojasyakyo.or.jp

開所時間　月曜日から金曜日（祝日除く）

　　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

令和元年度　第 1 回　

〇日時

10 月 26 日（土）10：00 ～ 13：00

〇場所

コープ総社東

フードドライブ
ご協力よろしくお願いします！

◎ご協力いただきたい食品

・常温で保存可能なもの

・未開封で破損していないもの

・賞味期限が明記されており、1 か月

以上残っているもの

連絡先

フードドライブって？
ご家庭のいただきものや、買いすぎ

た食品を募り、地域の福祉団体など

に提供する取り組みです。
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権利擁護センター　“しえん”

法律ミニ講座に参加しませんか？

　総社市権利擁護センター“しえん”では、法律の正しい知識を身に着けること
を目的に、今年度も「法律ミニ講座」を開催しています。弁護士と一緒に、生活
に身近な法律について学びましょう。どなたでもご参加いただけます！お誘いあ
わせの上、お申し込みください。　

【第３回】「離婚問題①　～離婚するには？子どもはどうなる？～　」
　　　　  令和元年  ９月２６日（木）　１４：００～１５：３０

【第４回】「離婚問題②　～財産分与や慰謝料の基礎知識～　」
　　　　  令和元年１０月 2 ４日（木）１４：００～１５：３０

場　所：総社市総合福祉センター２階　技能習得室

権利擁護センターからのお知らせ

　＜お申し込み・お問い合わせ＞
総社市権利擁護センター“しえん”　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４

　交通事故で被害者に損害が発生した場合、被害者は、不法行為に基づく損害賠償
責任（民法７０９条）等に基づいて、加害者に対して、損害賠償金を請求すること
ができます。
　ただし、民法は「被害者に過失があったときは、裁判所は、これを考慮して、損
害賠償の額を定めることができる。」（民法７２２条２項）として「過失相殺」につ
いて規定しています。過失相殺とは、簡単に言えば、被害者に不注意や落ち度があ
れば、裁判所は、公平の観点から、「過失割合」（過失相殺率）を認定し、被害者が
受け取る損害賠償の額を減額できるということです。
　過失割合とは、過失相殺を行うにあたって、事故の当事者の過失の割合をあらわ
す考え方です。例えば、被害者に１００万円の損害が発生した場合に、過失割合が
被害者３対加害者７であれば、被害者の過失３割分（１００万円 × ３０％＝３０万
円）が減額されますので、被害者が加害者から受け取る損害賠償金は７０万円とな
ります。また、その場合、加害者に損害が発生していれば、被害者はその３割分を
加害者に対して賠償する必要があります。このように過失割合は、賠償金の金額に
直接影響するので、事故ではよく問題とされます。
　過失割合は、事故の態様など客観的な事実によって決まります。例えば、交通事
故が発生した場合、警察官が事故現場で当事者から事情を聴取し、「実況見分調書」
又は「事故態様図」などの事故の状況を記した図面を作成します。それらは、後に
過失割合を決定する上で重要な証拠となります。そのため、事故に遭った際には、
警察官に対して、自分の記憶に基づき事実を正確に伝えることが重要です。
　典型的な事故の基本的な過失割合については、裁判官によってまとめられた認定
基準が存在し、裁判や示談交渉では、通常はその基準が用いられていますが、事故
の態様は多種多様ですので判断が難しい場合もあります。交通事故の過失割合が問
題となった場合、専門的な知識・判断を要するので、弁護士にご相談ください。

「交通事故と過失相殺」

連載　第２２回

総社市権利擁護センター“しえん”

小田　弘昭弁護士

みんなのちいきふくしみんなのちいきふくし 8



ひきこもり支援センター

ひきこもりサポーター養成講座を開催します！
　ひきこもりは本人や家族だけの課題ではなく、社会全体の課題です。
　ひきこもりに対する理解を深め、ひきこもりのかたやそのご家族の支え手として居場所づくり等、
自分たちでできることを一緒に考えてみませんか。

令和元年 

　9 月 17日（火） 
　１４: ００ ～ １６：００

「ひきこもり支援とサポーターの役割（仮）」
　　講  師　岡山県立大学　保健福祉学部　保健福祉学科
　　　　　　准教授　周防　美智子　氏
　　報　告　ひきこもりサポーターほっとも

　10月 9日（水） 
　１４: ００ ～ １６: ００

ひきこもりの理解と支援①
　　「ひきこもりに支援の実践を知ろう（仮）」
　　講  師　岡山高等学院　副校長　水野　文一郎　氏

　11月 1日（金） 
　１４: ００ ～ １６: ００

ひきこもりの理解と支援②

　　「対人援助で心がけること（仮）」
　　講　師  川崎医療福祉大学　医療福祉学部　医療福祉学科　
                  講師　直島　克樹　氏

　11 月 13日（水） 
　１４: ００ ～ １6 月 : ００

ひきこもりの理解と支援③

　　「ピアサポーターの役割と居場所支援について考えてみよう（仮）」
　　講　師　ＮＰＯ法人あかね　代表理事　中山　遼　氏

　11月 26日（火） 
　１４: ００ ～ １６: ００

「総社市の取り組みから～自分たちができることを考えてみよう～（仮）」
　　コーディネーター　岡山県立大学　保健福祉学部　保健福祉学科
　　　　　　　　　　　准教授　周防　美智子　氏

　　報　告　　　　　　総社市保健福祉部福祉課、総社市社会福祉協議会

●参加対象　　講座終了後にひきこもりサポーターとして登録し、総社市で継続的に活動できる方 
●募集定員　　４０名（参加費無料） 
●申込方法　　9 月 11日（水）までにお電話、FAX等でお申込みください
　　　　　　　※氏名・所属・住所・電話番号・受講動機をお知らせください。
●会　　場　　総社市総合福祉センター（総社市中央一丁目１番３号）
●申 込 先   ひきこもり支援センター“ワンタッチ”
　 　 　 　 　 ☎ ( 0 8 6 6 ) 9 2 - 8 5 9 7  F A X ( 0 8 6 6 ) 9 2 - 8 2 8 4
●主　　催　　総社市ひきこもり支援等検討委員会／総社市／総社市社会福祉協議会

ひきこもりサポーター

養成テキスト販売中です！
　ひきこもり支援を効果的かつ着実に行うため

には、それを支える人、すなわち、ひきこもり

サポーターの養成と支援スキルのアップが不可

欠です。本テキストが、皆さんのやる気と力を

引き出せるものとなることを祈念しています。

販売価格：1,200 円（税抜）
購入希望の方は総社市ひきこも

り支援センター“ワンタッチ”

までお問い合わせください。

居場所「ほっとタッチ」OPENしてます！
　居場所とは、ひきこもり状態にある方や生きづらさを抱える方が、

ほっと安心して過ごす・家族以外の人と関わる・仲間づくりをする・

生活体験をするなど・それぞれの目的で利用できる「安心して、自

分らしく過ごせる場所」です。

開所日　月曜日～金曜日　15：00 ～ 17：00

※祝祭日は閉所日です
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障がい支援

　　総社市身体障がい者福祉協会主催

ペタンク交流会を開催しました！
　

7
月
6
日（
土
）清
音
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
ペ
タ
ン
ク
交

流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
中
で
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
の
「
ペ
タ
ン
ク
交
流

会
」
で
は
、
一
般
の
重
い
鉄
球
で
は
な

く
障
が
い
者
用
の
軽
い
球
を
使
用
し
て

い
る
の
で
、
車
イ
ス
、
半
身
ま
ひ
の
方

で
も
玉
を
少
し
投
げ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
競
技
で
き
ま
す
。
3
人
が
1
組
に
な

り
5
チ
ー
ム
総
当
た
り
で
行
い
ま
し
た

が
、
1
球
1
球
で
点
数
が
変
わ
っ
て
く

る
の
が
面
白
く
、
優
勝
を
目
指
し
て
み

ん
な
一
生
懸
命
で
し
た
。

会員募集中！

　　　　《申込み問い合わせ先》
　総社市社会福祉協議会内
　障がい者千五百人雇用センターまで　 
　TEL：92-8379 ／ FAX：92-8284

　　　　

総社市身体障がい者福祉協会とは
　障がいのある人たちが孤立することなく、
楽しくいきいきと過ごせるようにいろいろ
な活動を行っています。市内在住で身体障が
い者手帳をお持ちの方、ぜひご加入ください

総社市地域自立支援協議会
　全体会を開催しました！

　

総
社
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
全
体
会
は
、
協
議
会
全
体

の
意
思
決
定
、
行
政
等
へ
の
提
言
機
能
を
も
つ
社
会
資
源
開

発
会
議
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
年
1
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
報
告
で
は
、福
祉
課
か
ら
の
報
告
に
加
え
、

危
機
管
理
室
か
ら
も
昨
年
の
7
月
豪
雨
を
受
け
、
総
社
市
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

事
務
局
か
ら
自
立
支
援
協
議
会
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
説
明
し
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
機
能
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
専
門
部
会
等
か
ら
は
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
一
年
間
の
活
動
の
振
り
返
り
と
今
年
度
の
方
針
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総

社
市
を
目
指
し
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
が
ま
す
ま
す
活
性

化
し
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　　　

総社市地域自立支援協議会とは
　障がいのある方にとって住みやすい地
域を構築するために、障がい福祉施設、
障がい者（児）団体、教育機関、行政な
どが情報共有や連携を図り、社会資源の
開発・改善、障がい者（児）支援などに
ついて協議しています。
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まごころのページ　ありがとうございます

赤い羽根共同募金運動

運動期間：１０月１日 ～ 
１２月３１日

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

運
動
期
間
の
始
ま
り
に
は
、
市
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
、
量
販

店
で
福
祉
関
係
団
体
等
の
方
々
に
よ
る
街
頭
募
金
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
戸
へ
の
戸
別
募
金
を
は
じ
め
、
学

校
募
金
や
企
業･

商
店
で
の
協
力
店
募
金
等
、
募
金
活

動
を
地
区
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
進

め
て
お
り
ま
す
。
運
動
期
間
中
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■総社市での募金額と使いみち

平成 30 年度　赤い羽根共同募金
 ポスター作品コンクール 

◆平成 30 年度に集まった一般募金額【9,937,898 円】
　・総社市へ配分された一般募金の使いみち
　（市社会福祉協議会地域福祉活動）
　　ポスターコンクール、障がい福祉フォーラムハートフルそうじゃ
　（地区社会福祉協議会に助成）
　・福祉のまちづくり事業
◆平成 30 年度に集まった歳末たすけあい募金【64,603 円】
　・平成 30 年度に集まった歳末たすけあい募金の使いみち
　（在宅寝たきり者友愛訪問  53 人）
◆市内福祉施設にも配分されます

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

  【最優秀賞作品】
　清音小学校 ４年 秋山憲正さん 

種　　別 金　　額 寄　付　者 住　　所

香典返し 50,000 円 長谷川 澄子 亡夫（啓介） 赤浜

篤志品 車いす 2 台 医療法人サンズ  あさのクリニック 中央二丁目

寄　付　者 住所 寄　付　者 住所 寄　付　者 住所
▽香典返し 武田　善久 亡母（照子） 東阿曽 田邊　 健一 亡母（千代子） 久代
阿部 美智子 亡夫（孝雄） 駅南二丁目 風穴　泰子 亡父（黒江忠一） 駅南二丁目 竹内 美智子 亡夫（肇） 日羽
前田 　温美 亡父（隼人） 長良 白神　潤一 亡母（尚延） 福井 上山　 幸男 亡母（信江） 門田
佐野　　実 亡母（喜美野） 総社一丁目 神﨑　道子 亡夫（克則） 新本 笹野　 　昭 亡母（喜久子） 東阿曽
樋口　雅則 亡父（進） 久代 森脇　茂樹 亡父（庸夫） 新本 久安　 節子 亡夫（博昭） 西阿曽
伊丹　　隆 亡母（サヨ） 西阿曽 松永　伯美 亡母（貞子） 真壁 中山　 利典 亡父（美忠） 久代
横田　伸之 亡父（英夫） 黒尾 山根　尚一 亡母（文子） 門田 角田　 忠久 亡妻（時子） 下林
田中　広一 亡長女（明子） 中央一丁目 芳谷　敏裕 亡母（翠） 赤浜 難波　 　章 亡父（悟） 北溝手
平田　京子 亡夫（靖志） 宍粟 中島　君代 亡夫（富美夫） 西坂台 板野　 正人 亡母（和子） 福谷
神社　幸子 亡夫（義夫） 清音上中島 小西　　操 亡夫（忠正） 秦 ▽一般寄付
西田　浩二 亡父（切山勉） 岡山市北区加茂 友野　正浩 亡父（忠孝） 岡谷 吉村　　清 総社市
山本　邦子 亡夫（博人） 泉 守安　道夫 亡母（昭子） 東阿曽 板野　幸子 秦
中村　和子 亡夫（鉄之助） 総社 角田　勇一 亡母（一子） 井手 鬼之成神楽団 広島県広島市
入江　浩子 亡長男（直已） 美袋 横田　陽子 亡父（正光） 美袋
杉生　訓昭 亡祖母（婦佐香） 三須 平田　英二 亡母（知佐惠） 槇谷
川西　功躬 亡妻（艶子） 秦 田邉　正人 亡父（敬吾） 泉
高屋　　環 亡父（工藤 勇） 東阿曽 加藤　寛之 亡父（英禎） 駅南二丁目

※ご了承をいただいた方についてのみ、紙面上に寄付金額を掲載させていただいております。

（平成 31 年 4 月 11 日から令和元年 7 月 20 日まで  敬称略）

  社会福祉協議会では、住民
のみなさまが主人公となっ
て「地域福祉の推進」をめ
ざす福祉団体です。そのた
め、事業費の大きな財源と
して住民のみなさまに社協
会員になっていただき、会
費のお願いをしています。

（会費は全て年額であり、入
会は任意です）

普通会費　１，０００円
賛助会費　２，０００円
特別会費　５，０００円

　資格はもっているけれど働いたことがない、

フルタイムは難しいけれど短時間なら働ける、

以前介護の仕事をしていたが、ブランクがあ

る…といった方も大歓迎です。

【問い合わせ先】　総社市社会福祉協議会 在宅福祉課 ☎ 92-8560 

私たちと一緒に働いてみませんか！

登録ヘルパー募集中 !

総社市社会福祉協議会の
会員を募集しています !!
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ふるさと復興に向けて…

令
和
元
年
7
月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）、
昭
和
地
区
で
は
、『
頑
張
っ

て
い
る
よ
！
昭
和　

愛
・
絆　

災
害
復
興
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
昭
和 

 

愛
・
絆 

 

災
害
復
興
祭
」

　

あ
れ
か
ら
365
日
経
過
し
ま
し
た
。

被
災
者
は
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
愛
の
強
化
を
目
指
し

て
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上

に
多
く
の
住
民
が
喜
ん
で
参
加（
延

べ
１６０
名
）
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
、「
涙
・
涙
・
涙
」

で
し
た
。

　

こ
の
「
昭
和 

愛
・
絆 

災
害
復

興
祭
」
を
契
機
に
、「
ふ
る
さ
と
笑

輪
（
昭
和
）」
は
力
強
く
、
そ
し
て

大
き
く
花
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
地
区
住
民
の
愛
・
絆
は
よ

り
深
く
、
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

　

頑
張
っ
て
い
る
よ
！
昭
和
代
表

◆◎　みんな昭和が大好きです　◎◆

…　復興へ　

近藤　京子　詠

夏の月 …

祈りのエール

「
み
ん
な
下
原
に
集
ま
ろ
う
」

　

豪
雨
災
害
か
ら
1
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
下
原
地
区
の

復
興
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

　
「
み
ん
な
下
原
に
集
ま
ろ
う
」

は
、
そ
ん
な
道
半
ば
の
下
原
地
区

に
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
元
気
を

届
け
る
目
的
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
130
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や

元
気
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
復
興
に
む
け

て
あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

7
月
20
日
（
土
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
作
戦
in
総
社P

art

2
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
天
が
心
配
さ

れ
る
な
か
、
78
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
家
屋
解
体
前
の
ご
自
宅
な

ど
か
ら
家
財
等
を
搬
出
す
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
へ
向

け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活
動

も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　昨年の「平成 30 年 7 月豪雨」は、本市にとって未曽有の災害となりました。この災害から 1 年が経過しまし
たが、いまなお 118 世帯 245 人の方々が仮設住宅などで、不安定な生活を強いられています。本会では、復興
支援センターを中心に、被災された皆さまが一日でも早く生活再建できるよう、全力で取り組んでおります。
　また、これまでに本会災害ボランティアセンターを通じて、延 15,700 人を超える方々に被災地での復旧活動
をはじめ、避難所やフリーマーケット等で活躍いただきました。ボランティアの皆さまに深謝申し上げますとと
もに、引き続きあたたかいご支援、ご協力をお願い申し上げます。

社会福祉法人　総社市社会福祉協議会　会長　風早 昱源


